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〜
令
和
6
年
第
1
回
定
例
会
〜

　
令
和
６
年
第
１
回
定
例
会
を
３
月
５
日
（
火
）
に
笠
置
町
議
会
議

場
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
総
務
厚
生
･
文
教
各
常
任
委
員
会
委
員
長
よ
り
委
員
会

報
告
が
あ
り
、
そ
の
後
の
一
般
質
問
で
は
３
人
の
議
員
が
質
問
を
し

ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
と
し
て
相
楽
東
部
広
域
連
合
第
３
次
広
域
計
画
、
会

計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
等
の
ほ
か
、
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）
、
令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
審
議
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
同
意
案
件
と
し
て
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

一 般 質 問

相
楽
東
部
広
域
連
合

議
会
だ
よ
り�

Vol
❹

Q　
現
在
３
町
村
が
広
域
連

合
で
と
も
に
ご
み
処
理

行
政
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
回
、

三
重
県
伊
賀
市
と
の
枠
組
み
に

よ
る
新
た
な
施
設
計
画
を
検
討

す
る
に
至
っ
た
経
緯
は
。

A
馬
場
副
連
合
長

　
和
束
町
は
、
伊
賀
市
等
と
の

枠
組
み
に
参
画
し
て
お
ら
ず
、

京
都
府
内
で
同
様
の
広
域
処
理

計
画
の
議
論
が
行
わ
れ
て
お
り
、

こ
の
計
画
に
基
づ
き
進
め
て
い

き
た
い
。

A
中
副
連
合
長・平
沼
連
合
長

　

笠
置
町
及
び
南
山
城
村
は
、

将
来
の
安
定
的
な
ご
み
処
理
を

行
う
た
め
、
こ
の
枠
組
み
に
参

加
し
た
。
３
町
村
の
今
後
の
ご

み
処
理
に
つ
い
て
は
、
当
面
民

間
委
託
を
継
続
し
つ
つ
、
３
町

村
が
将
来
的
な
広
域
処
理
の
受

入
先
を
確
保
で
き
る
よ
う
調
整

議　案
相楽東部広域連合第３次広域計画について� 可決　挙手多数
監査委員条例の一部を改正する条例について� 可決　挙手全員
会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について� 可決　挙手全員
令和５年度一般会計補正予算（第３号）
　歳入歳出それぞれ2,914万９千円を減額し、総額８億1,129万３千円とする補正。質疑では、保育園給食費の値
上げについて、また補正予算編成の考え方についての質問が出されました。� 可決　挙手全員
令和６年度一般会計当初予算
　歳入歳出それぞれ９億1,617万８千円とする当初予算。　質疑では、小学校のスクールバスや、広域連合職員の
採用に関する質問が出されました。� 可決　挙手全員

を
継
続
す
る
。

Q　
広
域
連
合
議
会
で
、
本

件
を
議
論
し
な
い
の
は
議

会
軽
視
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

A
平
沼
連
合
長

　
各
町
村
長
に
は
、
町
村
議
会

で
説
明
す
る
よ
う
依
頼
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

Q　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

今
後
の
整
備
方
針
は
。

A
平
沼
連
合
長

　
建
替
や
再
稼
働
が
極
め
て
難

し
い
中
で
は
、
将
来
的
に
は
施

設
を
廃
止
し
、
解
体
す
る
こ
と

に
な
る
が
、
ご
み
の
受
入
先
の

確
保
に
一
定
の
め
ど
が
つ
く
ま

で
は
、
現
在
の
状
態
を
で
き
る

限
り
維
持
で
き
る
よ
う
対
策
に

努
め
た
い
。

和
束
小
学
校
区
の
通
学
路
の

見
直
し
は
。

随
時
進
め
て
お
り
、
見
直
し
が
で
き
て
い
る
。

岡
田
教
育
長

畑 

武
志 

議
員
和
束
町
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Q　
今
後
、
ど
う
こ
の
問
題
に
決

着
を
つ
け
る
の
か
。

A
平
沼
連
合
長

　
決
着
を
つ
け
る
こ
と
は
、
必
要
不

可
欠
と
は
認
識
し
て
い
る
が
、
今
回

の
事
案
に
つ
い
て
は
、
根
本
的
な
原

因
が
つ
か
め
て
い
な
い
状
況
で
判
断

す
る
こ
と
は
時
期
尚
早
で
あ
る
。
何

よ
り
、
３
町
村
の
ご
み
処
理
が
、
緊

急
避
難
的
に
民
間
委
託
を
行
っ
て
い

る
状
況
で
あ
る
。
状
況
判
断
も
含
め
、

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

Q　
こ
れ
ま
で
の
説
明
で
は
、
原

因
が
雨
水
と
い
う
専
門
家
の
意

見
も
聞
い
て
い
る
が
、
今
回
想
定
外

の
雨
が
降
っ
た
の
か
、
ど
う
い
う
認

識
か
。
A
平
沼
連
合
長

　
危
険
と
想
定
す
る
構
造
物
を
撤
去

し
て
も
、
地
盤
が
動
く
現
象
が
今
回

Q　
南
山
城
村
議
会
の
研
修

で
訪
問
し
た
徳
島
県
佐

那
河
内
村
に
は
、
平
成
30
年
か

ら
小
学
校
と
中
学
校
を
同
じ
学

校
で
児
童
生
徒
を
９
年
間
見
守

り
、
教
育
を
進
め
ら
れ
て
い
る
。

日
本
で
唯
一
の
連
合
教
育
で
も
、

小
中
一
貫
し
た
教
育
は
で
き
な

い
か
。
A
岡
田
教
育
長

　
連
合
管
内
に
お
け
る
小
中
一

貫
教
育
に
つ
い
て
は
、
保
小
・

小
小
・
小
中
・
中
中
の
連
携
を

強
固
な
も
の
に
し
、
最
終
的
に

は
保
育
園
も
含
め
た
一
貫
的
な

教
育
を
目
指
し
た
い
。
そ
れ
に

向
け
ど
の
学
校
で
も
同
じ
よ
う

な
手
法
で
授
業
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
連
合
版
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

と
し
て
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン

グ
の
手
法
を
用
い
、
個
別
最
適

な
学
習
を
進
め
て
い
る
。

Q　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
献
血
人
口
が
減

少
し
て
お
り
、
高
校
で
は
献
血

セ
ミ
ナ
ー
等
学
ぶ
機
会
が
あ
る

が
、
16
歳
か
ら
参
加
で
き
る
献

血
の
こ
と
を
中
学
校
か
ら
学
ぶ

べ
き
で
は
。

A
岡
田
教
育
長

　
小
中
学
校
段
階
か
ら
献
血
の

大
切
さ
を
知
ら
せ
る
献
血
教
育

は
、社
会
の一員
と
し
て
の
自
覚

を
育
成
す
る
上
で
大
い
に
役
立

つ
取
組
と
考
え
る
。現
在
、和
束

中
学
校
で
は
、外
部
講
師
に
よ

る
献
血
学
習
を
進
め
て
い
る
。

顕
著
に
現
れ
た
。
単
純
に
、
カ
ウ
ン

タ
ー
の
ウ
エ
イ
ト
を
下
げ
た
だ
け
で

解
決
で
き
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が

解
明
で
き
た
こ
と
で
、
結
果
と
し
て
、

法
面
や
構
造
物
の
施
工
不
良
で
は
な

い
こ
と
が
、
今
回
現
場
で
立
証
さ
れ

た
。
専
門
家
か
ら
の
判
断
と
し
て
、

地
滑
り
が
起
因
す
る
何
ら
か
の
要
因

に
対
し
、
対
処
が
必
要
と
の
見
解
が

導
き
出
さ
れ
た
。
地
滑
り
現
象
が
発

生
す
る
最
大
の
要
因
は
、
「
地
下
水

の
変
状
・
変
異
」
で
あ
り
、
想
定
外

の
降
雨
・
雨
量
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

通
常
の
降
雨
・
雨
量
が
ど
の
よ
う
に

起
因
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
の
、
中

長
期
的
な
調
査
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。

小
中
一
貫
校
で
英
語
に

特
化
し
た
教
育
の
実
施
を
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
安
全
対
策
工

事
に
つ
い
て
、
事
業
者
に
は
責
任
が

な
い
と
考
え
て
い
る
の
か
。

小
学
校
に
は
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
英
語
専
科
教
員
を
、中
学
校

に
は
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
外
国
語
指
導
助
士
を
配
置
し
、英
語

力
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

平
沼
連
合
長

現
時
点
で
は
、
事
業
者
に
対
す
る
明
確
な
責
任
追
及
を
す

る
段
階
で
は
な
い
。

平
沼
連
合
長

梅
本 

章
一 

議
員
南
山
城
村

向
出 

健 

議
員
笠
置
町

同意案件
教育委員会委員の任命について
　相楽東部広域連合教育委員会委員に谷本一榮氏及び石橋常男氏を任命すること。� 可決　挙手全員
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 令和６年度 当初予算報告笠置町

⃝一般会計等当初予算の概要
　令和６年度の一般会計予算ほか３特別会計および１公営企業会計予算が２月の定例議会で可決されました。
一般会計、３特別会計および１公営企業会計を合わせた予算総額は22億6,710万円で、前年度に比べ5,042万
円（2.3％）の増額となっています。今年度は町長選挙が３月に執行されたため骨格予算として編成していま
す。また、簡易水道特別会計については、今年度より公営企業会計へと移行しました。
⃝一般会計当初予算の主な内容
　今年度は骨格予算ではありますが、前年度と比べ当初予算額は増額となっています。その要因は、会計年度
任用職員の勤勉手当支給等に伴う人件費や標準化業務システムへの移行に係る負担金などの電算関係経費の増
額が主なものとなっています。また、物価高騰により個々の単価が上昇していることも要因の一つです。
　当初予算の主な内容としては、総務費では人件費をは
じめ、戸籍システムなど電算システムの法制度対応に係
る更新、10月に執行を予定している町議会議員の選挙
に係る経費などを計上しています。民生費では福祉事業
や健康対策に係る経費のほか、自殺対策推進計画や子育
て計画の策定に取り組みます。土木費では引き続き、町
道や橋梁に係る修繕工事、町営住宅の長寿命化を図る耐
震改修工事などを実施します。令和６年度も第４次総合
計画に示された政策大綱である「観光のまちづくり」
「防災・減災のまちづくり」「福祉のまちづくり」を念
頭に、町民のみなさんの声を聴きながら、安心して暮ら
していけるまちづくりを推進していきます。

歳出　目的別で町民１人当たりにすると（一般会計）
町民福祉のために（民生費）������������ 319,936円
地方債の償還のために（公債費）� ���������� 130,917円
ごみ処理や健康を守るために（衛生費）������� 140,449円
窓口のサービスのために（総務費）��������� 426,079円
教育のために（教育費）��������������� 66,121円
火災予防等のために（消防費）������������ 50,050円
道路・河川・住宅などの整備のために（土木費）��� 180,408円
議会活動のために（議会費）������������� 43,300円
農林業基盤や事業振興のために（農林水産業費）���� 31,246円
商工業の振興のために（商工費）����������� 59,670円

災害復旧のために（災害復旧費）������������3,244円
予備費など（予備費・諸支出金）������������2,708円
町民１人当たりに使われるお金���������� 1,454,128円
町民１人当たりが納めるお金������������ 136,027円
１世帯当たりに使われるお金����������� 2,782,684円
１世帯当たりが納めるお金������������� 260,307円

令和６年４月１日現在
人口　1,108人　世帯数　579世帯

歳 入
（単位：千円）

歳 出
（単位：千円）

町税
150,718

地方交付税
860,000

分担金及び
負担金
894

使用料及び
手数料
14,161

国庫支出金
125,215

府支出金
64,933

繰入金
160,638

財産収入
3,153

寄附金
3,056

繰越金
2,000

諸収入
49,321

議会費
47,976

総務費
472,096

民生費
354,489

衛生費
155,618

農林水産業費
34,621

商工費
66,114

土木費
199,892

消防費
55,455

教育費
73,262

公債費
145,056

予備費
3,000

災害復旧費
3,594

地方譲与税
11,954地方債

99,295
利子割交付金
46

配当割交付金
1,128

諸支出金 1

株式等譲渡所得割
交付金
1,159

地方消費税交付金
26,162

法人事業税交付金
2,095

ゴルフ場利用税
交付金
33,087
自動車取得税
交付金
1
環境性能交付金
1,367

地方特例交付金
800

⃝会計別予算の総括� （単位：千円、%）

会　計　区　分 令和６年度
予算額

令和５年度
予算額

比較
増減額 増減率

一般会計 1,611,174 1,577,984 33,190 2.1

特別会計 565,007 638,694 △ 73,687 △ 11.5

国民健康保険
特別会計 222,130 214,306 7,824 3.7

簡易水道特別会計 ― 59,420 △ 59,420 △ 100.0

介護保険特別会計 277,124 297,595 △ 20,471 △ 6.9

後期高齢者
医療特別会計 65,753 67,373 △ 1,620 △ 2.4

公営企業会計 90,916 ― 90,916 100.0

簡易水道事業会計 90,916 ― 90,916 100.0

合　　　計 2,267,097 2,216,678 50,419 2.3

※公営企業会計の予算額については、収益的および資本的支出の合計額。

令和６年度
一般会計当初予算16億1,117万円
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 令和６年度 当初予算報告和束町

歳 入
（単位：千円）

歳 出
（単位：千円）

町税
337,719

地方債
1,052,600

地方譲与税 
41,408

利子割交付金
120 配当割交付金

2,836
株式等譲渡所得割交付金
2,500
法人事業税交付金
5,072

地方消費税交付金
74,792

ゴルフ場利用税
交付金
9,717

環境性能割
交付金
5,708
地方特例
交付金
18,487

地方交付税
1,890,136

交通安全対策特別交付金
200

分担金及び
負担金
63,849

使用料及び
手数料
28,340 国庫支出金

331,452

府支出金
193,268

財産収入
133

寄付金
1

繰入金
423,945

繰越金
5,000

諸収入
43,817

議会費
53,737

総務費
694,684

民生費
1,766,748衛生費

542,952

農林業費
134,813

商工費
107,111

土木費
359,054

消防費
224,367

教育費
217,193

災害復旧費
15,454

公債費
409,977

諸支出金
10

予備費
5,000

～「和の郷 知の郷 茶源郷 和束」の実現をめざして～
⃝一般会計等　当初予算の概要
　令和６年度の一般会計予算ほか４特別会計予算および２公営企業会計予算が３月の定例議会で可決されました。
　一般会計および４特別会計、２公営企業会計を合わせた予算の総額は、68億2,035万円で、前年度に比べ
６億8,235万円の増額（11.1％増）となっています。
 ⃝令和６年度一般会計当初予算の主な内容
　国保診療所や社会福祉センターなどを複合化した保健・医療・福祉の総合的な提供拠点である総合保健福祉
施設の令和７年４月供用開始に向けて、整備を進めます。また、石寺橋の架替工事、町道の拡幅改良工事など
安心・安全で生活の利便性を高める道路網の充実を図るとともに、災害発生時に備え、１月に発生した能登半
島地震を教訓に、ドローン等の防災資機材や食料・飲料水の備蓄を適正に進めます。
　子育て支援の充実に向け、保育園に通う乳児への紙おむつの助成をはじめ、保育料、給食費等の無償化施策
を継続して実施し、「子育てするなら和束町」と言われるよう、安心して子育てができるまちづくりを推進し
ます。また、相楽東部広域連合と連携しながら、先人が紡いできた歴史・文化を保全し、茶業・茶文化を世界
に発信するとともに、次世代に受け継ぐ取組を進めます。
　さらに、鷲峰山トンネル開通や大阪・関西万博開催を見据え、交流人口拡大の取組を進めるとともに石寺景
観展望施設の整備をはじめ、おもてなしの受入体制の更
なる充実を図り、和束茶のブランド化による「お茶と観
光」が融合したまちづくりを推進します。

歳出　目的別で町民１人当たりにすると（一般会計）
子育て、高齢者、障害者の支援のために（民生費）�����513,440円
全般的な事務、企画、交通、広報、選挙などのために（総務費）� �201,884円
環境保全や上下水道、健康を守るために（衛生費）�����157,789円
地方債の償還のために（公債費）�������������119,145円
道路・河川・住宅の整備のために（土木費）��������104,346円
教育のために（教育費）����������������� 63,119円
防災・火災予防のために（消防費）������������ 65,204円
農林業基盤や茶業振興のために（農林業費）�������� 65,204円
議会活動のために（議会費）��������������� 15,617円
商工業振興・観光振興のために（商工費）��������� 31,128円
台風等による災害復旧のために（災害復旧費）�������� 4,491円
予備費など（予備費・諸支出金）�������������� 1,456円
町民１人当たりに使われるお金�������������1,316,797円
町民１人当たりが納めるお金��������������� 98,146円
１世帯当たりに使われるお金��������������2,734,520円
１世帯当たりが納めるお金����������������203,814円

令和６年４月１日現在
人口　3,441人　世帯数　1,657世帯

⃝会計別予算の総括� （単位：千円、%）

会　計　区　分 令和６年度
予算額

令和５年度
予算額

比較
増減額 増減率

一般会計 4,531,100 4,187,300 343,800 8.2
特別会計 1,630,640 1,950,700 △ 320,060 △ 16.4
湯船財産区
特別会計 2,100 2,150 △ 50 △ 2.3

国民健康保険
特別会計 799,000 719,900 79,100 11.0

（事業勘定） 699,700 626,300 73,400 11.7
（直営診療施設勘定） 99,300 93,600 5,700 6.1
簡易水道事業
特別会計 ― 198,900 ― 皆減

下水道事業
特別会計 ― 235,600 ― 皆減

介護保険特別会計 736,640 709,550 27,090 3.8
（保険事業勘定） 728,300 702,100 26,200 3.7
（サービス勘定） 8,340 7,450 890 11.9
後期高齢者医療
特別会計 92,900 84,600 8,300 9.8

公営企業会計 658,614 ― 658,614 皆増
簡易水道事業 353,076 ― 353,076 皆増
特定環境保全
公共下水道事業 305,538 ― 305,538 皆増

合　　　計 6,820,354 6,138,000 399,468 11.1

令和６年度
一般会計当初予算45億3,110万円
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 令和６年度 当初予算報告南山城村

⃝一般会計等当初予算の概要
　令和６年度の一般会計予算ほか３特別会計および１事業会計が３月の定例議会で可決されました。
　一般会計と３特別会計および１事業会計を合わせた予算の総額は、41億7,292万円で前年度に比べ２億
5,092万円の増額（6.4％増）となっています。一般会計の予算規模は、前年度に比べ１億610万円の増額
（3.8％増）となりました。４月からこの予算に基づいて新年度事業を展開しています。

歳出　目的別で村民１人当たりにすると（一般会計）
村民福祉のために（民生費）������������ 244,142円
地方債の償還のために（公債費）���������� 156,955円
ごみ処理や健康を守るために（衛生費）������� 157,891円
窓口のサービスのために（総務費）��������� 271,067円
教育のために（教育費）��������������� 81,064円
火災予防等のために（消防費）������������ 52,869円
道路・河川・住宅などの整備のために（土木費）��� 120,709円
議会活動のために（議会費）������������� 20,405円
農林業基盤や事業振興のために（農林水産業費）���� 54,265円
災害復旧のために（災害復旧費）����������� 3,588円

商工業の振興のために（商工費）��������� 16,426円
予備費など（予備費・諸支出金）���������� 2,062円
村民１人当たりに使われるお金��������� 1,181,443円
村民１人当たりが納めるお金����������� 153,877円
１世帯当たりに使われるお金���������� 2,375,622円
１世帯当たりが納めるお金������������ 309,413円

令和６年４月１日現在
人口　2,425人　世帯数　1,206世帯

歳 入
（単位：千円）

歳 出
（単位：千円）

村税
373,152

地方債
239,700

地方交付税
1,360,000

交通安全対策
特別交付金
500

分担金及び
負担金
1,910

使用料及び
手数料
25,843

国庫支出金
189,585

府支出金
108,547

財産収入
6,783

寄附金
20,000

繰入金
288,771

繰越金
7,500

諸収入
90,495

議会費
49,482

総務費
657,338

民生費
592,045

衛生費
382,886

農林水産業費
131,593

商工費
39,832

土木費
292,720

消防費
128,207

教育費
196,581

災害復旧費
8,700

公債費
380,616

予備費
5,000地方譲与税

29,833
利子割交付金
80 配当割交付金

1,900
株式等譲渡所得割
交付金
1,800
法人事業税交付金
2,500
地方消費税交付金
48,500
ゴルフ場利用税
交付金
63,000
自動車取得税
交付金
1

環境性能割
交付金
4,200

地方特例交付金
400

令和６年度
一般会計当初予算28億6,500万円

⃝会計別予算の総括� （単位：千円、%）

会　計　区　分 令和６年度
予算額

令和５年度
予算額

比較
増減額 増減率

一般会計 2,865,000 2,758,900 106,100 3.8
特別会計 952,832 1,163,104 △ 210,272 △ 18.1
国民健康保険
特別会計 408,891 409,095 △ 204 0.0

簡易水道事業
特別会計 ― 244,125 △244,125 皆減

後期高齢者医療
特別会計 77,627 70,526 7,101 10.1

介護保険
特別会計 466,314 439,358 26,956 6.1

（保険事業勘定） 460,358 431,132 26,956 6.8
（介護サービス勘定） 5,956 8,226 △ 2,270 △ 27.6
企業会計 355,093 ― 355,093 皆増

簡易水道事業会計 355,093 ― 355,093 皆増
合　　　計 4,172,925 3,922,004 250,921 6.4

※企業会計の予算額については、収益的および資本的支出の合計額。

⃝一般会計当初予算の主な内容� （単位：千円）

事業名 事業内容 予算額

道路を整備す
る事業

大河原東和束線・法ヶ平尾立石線の道路改良を実
施します。 112,000

未給水地域解
消対策事業

簡易水道未普及地域において、水質検査をおこな
います。 5,016

農道等を整備
する事業 農道や農業用水路等の整備をおこないます。 31,632

林道を整備す
る事業

林道三国越線橋りょう補修のための設計等をおこ
ないます。 10,005

移住定住推進
事業

集落の活性化に結び付く人材の受け入れの促進を
おこないます。 13,264

災害対策費 近年の災害の激甚化に対応するため、防災倉庫等
の整備をおこないます。 6,547
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 令和６年度 当初予算報告広域連合

⃝一般会計当初予算の概要
　相楽東部広域連合では、相楽東部クリーンセンターの休止に伴いごみ処理の民間委託に関する業務、笠置
町・和束町・南山城村の３小学校・２中学校の運営、そして社会教育（生涯学習）事業等をおこなっています。

　令和６年度の一般会計予算が３月の令和６年第１回定例会で可決されました。予算の総額は９億1,617
万８千円で前年度と比較すると、9,109万９千円の増額となっています。
　歳入については、大半を占める連合を構成する笠置町・和束町・南山城村からの分担金・負担金が前年度
比で8,509万円の増額となっています。
　歳出については、主なものとして、総務費では、連合の執務環境を支える機器やネットワーク等の維持・
更新を図る経費を計上し、また、文書広報費では、「広報れんけい」の最大ページ数を18ページから20ペ
ージに増加し、質の高い広報紙を目指して取組を進めます。
　民生費では、認知症初期集中支援事業の費用として、サポート医や作業療法士等への報償費、認知症啓発
物品等で31万円を計上しています。
　衛生費では、塵芥処理費の一般廃棄物処理業務について、令和５年度末で現行の委託期間が終了すること
から公募型プロポーザルを行った結果、前年度比で8,004万円の増額となっており、引き続き安定的な一般
廃棄物処理の確保に努めます。

　教育費では、来年度が小学校の教科書改訂年度となっており、各小学校教育振興費の委託料ではデジタル
教科書更新、備品購入費で指導書の導入経費を計上し、給食事業については、この間続く物価高騰等に伴い、
１食あたり小中学校40円を増額し、給食費の無償化を維持します。
　社会教育費においては、子育て講座・女性学講座・成人教育事業・京のまなび教室推進事業・高齢者教育
推進事業など、それぞれのライフステージに対応した各種社会教育事業を展開しています。
　また、和束町史編さん事業についても新たな町史編さんに向けた各種事業や写真展示・古文書講座等、和
束の歴史を一般に広く知ってもらうための取組を展開していきます。

歳 入
（単位：千円）

歳 出
（単位：千円）

府支出金
10,604

繰入金 0 諸収入
22,532
連合債
0

分担金及び負担金
873,589

議会費 820

総務費
76,744

衛生費
301,839

教育費
512,164

財産収入
3

使用料及び手数料
8,148

繰越金
1,300

民生費
14,525

予備費
1,200

公債費
8,886

歳 入
（単位：千円）

歳 出
（単位：千円）

村税
373,152

地方債
239,700

地方交付税
1,360,000

交通安全対策
特別交付金
500

分担金及び
負担金
1,910

使用料及び
手数料
25,843

国庫支出金
189,585

府支出金
108,547

財産収入
6,783

寄附金
20,000

繰入金
288,771

繰越金
7,500

諸収入
90,495

議会費
49,482

総務費
657,338

民生費
592,045

衛生費
382,886

農林水産業費
131,593

商工費
39,832

土木費
292,720

消防費
128,207

教育費
196,581

災害復旧費
8,700

公債費
380,616

予備費
5,000地方譲与税

29,833
利子割交付金
80 配当割交付金

1,900
株式等譲渡所得割
交付金
1,800
法人事業税交付金
2,500
地方消費税交付金
48,500
ゴルフ場利用税
交付金
63,000
自動車取得税
交付金
1

環境性能割
交付金
4,200

地方特例交付金
400

令和６年度
一般会計当初予算9億1,617万円
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まち・むら
topics

笠置寺小林住職と「笠やん」が笠置町をPR

さくらまつり会場

寄附企業のご紹介
法 人 名　株式会社ファイナルマーケット
本 社　�三重県伊賀市島ヶ原 

5826番地の３
事 業 内 容　�透水性工法の開発・機能性向

上の技術研究・設計・施工 等
寄附年月日　令和６年３月６日
寄 附 額　100万円

寄附企業のご紹介
法 人 名　タレントスクエア株式会社
本 社　�東京都渋谷区渋谷2丁目19-15�

宮益坂ビルディング609
事 業 内 容　�転職サイト�

「タレントスクエア」の運営
寄附年月日　令和６年２月28日
寄 附 額　10万円

　
タ
レ
ン
ト
ス
ク
エ
ア
株
式
会
社
様
・
株
式
会
社
フ
ァ
イ
ナ
ル
マ
ー

ケ
ッ
ト
様
か
ら
、企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
て
ご
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
寄
附
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、ご
賛
同
い
た
だ
き
ま
し
た「
保
育
所
運

営
事
業
」の
事
業
費
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
回
賜
り
ま
し
た
ご
支
援
を
糧
に
、こ
れ
か
ら
も
本
村
発
展
の
た

め
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

タ
レ
ン
ト
ス
ク
エ
ア
株
式
会
社
様
・
株
式
会
社
フ
ァ
イ
ナ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
様

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税 

寄
附
企
業
の
ご
紹
介

南山城村

　

3
月
30
日（
土
）、笠
置
キ
ャ
ン
プ
場
の
ふ

れ
あ
い
広
場
で「
2
0
2
4
笠
置
さ
く
ら
ま

つ
り
」が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
咲
き
始
め
た
桜
の
下
で
約
4
0
0
人
の
来

場
者
が
訪
れ
、笠
置
町
の
特
産
品
な
ど
を
販

売
す
る
模
擬
店
に
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、笠
置
町
の
P
R
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
笠

や
ん
」と
の
記
念
撮
影
、歌
声
サ
ー
ク
ル「
楽

歌
声（
ら
っ
か
せ
い
）」に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
や

フ
ラ
サ
ー
ク
ル「
K
e
a  
K
a
p
u
a
（
ケ

ア 

カ
プ
ア
）」に
よ
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
、笠
置
町

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
の
表
彰
式
も
お

こ
な
わ
れ
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

さ
く
ら
ま
つ
り

笠置町

　

４
月
３
日（
水
）、一
足
先
に
咲
い
た
桜
の

花
び
ら
が
舞
い
散
る
中
、和
束
保
育
園
の
入

園
式
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。新
し
く
お
と

も
だ
ち
を
迎
え
、新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。新
入
園
児
、進
級
園
児
の
み
な
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。今
年
も
笑
顔
あ

ふ
れ
る
楽
し
い
保
育
園
に
し
ま
し
ょ
う
。

と
も
だ
ち
た
く
さ
ん

で
き
る
か
な

～
和
束
保
育
園
入
園
式
～

和束町
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相
楽
医
師
会

相
楽
医
師
会

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

シリーズ

　

便
秘
が
治
る
と
は
、薬
を
使
わ
な
く

て
も
硬
く
な
い
便
が
ほ
ぼ
毎
日
出
て
排

便
時
に
痛
み
が
な
い
状
態
が
ず
っ
と
続

く
事
で
す
。そ
う
な
る
に
は
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
ず
、本
当
に
便
秘
か
。便
秘
な
ら
ど

の
よ
う
な
状
態
の
便
秘
か
。を
は
っ
き

り
さ
せ
る
た
め
に
排
便
日
誌
を
つ
け
、

毎
日
の
排
便
の
状
態
を
記
録
し
ま
す
。

日
誌
に
は
、便
の
硬
さ
、回
数
、排
便
時

に
痛
み
が
あ
っ
た
か
な
ど
を
記
録
し
ま

す
。

　
こ
の
日
誌
を
も
と
に
便
秘
と
診
断
し

た
ら
治
療
に
進
み
ま
す
。治
療
の
前
に

診
察
で
す
。便
秘
の
原
因
と
な
る
特
殊

な
病
気
が
隠
れ
て
い
な
い
か
。診
察
や

血
液
検
査
、超
音
波
検
査
、時
に
は
レ
ン

ト
ゲ
ン
検
査
を
し
ま
す
。

　
大
き
な
病
気
が
な
け
れ
ば
治
療
開
始

で
す
。治
療
は
３
段
階
に
分
か
れ
て
い

ま
す
。ま
ず
は
、直
腸
内
に
溜
ま
っ
て
い

る
便
を
グ
リ
セ
リ
ン
浣
腸
な
ど
で
取
り

出
し
ま
す
。

　
次
に
維
持
療
法
と
し
て
緩
下
剤
を
数

ヶ
月
か
ら
数
年
間
服
用
し
ま
す
。ポ
リ

エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル（
P
E
G
）、酸

化
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム（
M
g
O
）、ラ
ク
チ

ュ
ロ
ー
ス
を
使
い
ま
す
。い
ず
れ
も
安

全
性
に
優
れ
て
い
ま
す
。
P
E
G
は
腸

内
の
電
解
質
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
な
い
よ

う
に
、わ
ざ
と
電
解
質
を
添
加
し
て
い

る
の
で
、し
ょ
っ
ぱ
く
て
飲
み
に
く
い

の
が
欠
点
で
す
。リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
や

カ
ル
ピ
ス
な
ど
甘
味
の
あ
る
飲
み
物
に

混
ぜ
る
と
飲
み
や
す
い
で
し
ょ
う
。欠

点
は
、2
歳
以
上
で
な
い
と
使
え
な
い

事
で
す
。
M
g
O
や
ラ
ク
チ
ュ
ロ
ー
ス

は
小
腸
で
吸
収
さ
れ
ず
、大
部
分
が
結

腸
に
到
達
し
て
、水
分
を
結
腸
内
に
引

き
込
み
便
を
柔
ら
か
く
し
ま
す
。こ
の

2
剤
は
、長
年
用
い
ら
れ
て
き
た
実
績

が
あ
り
安
心
し
て
使
え
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、「
下
剤
は
ク
セ
に
な
る
」

の
で
し
ょ
う
か
。
P
E
G
、M
g
O
、

ラ
ク
チ
ュ
ロ
ー
ス
は
直
腸
内
に
水
分
を

引
き
込
ん
で
便
を
柔
ら
か
く
す
る
の
で

ク
セ
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
排
便
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
、

薬
な
し
で
快
便
が
出
る
よ
う
に
な
れ
ば

治
療
終
了
で
す
。

ふ
る
か
わ
医
院

古
川　
裕

保健・福祉保健・福祉

６月の診療科目は次のとおりです。
（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目
  6月  2日（日） 内科

    　  9日（日） 内科

    　16日（日） 内科

    　23日（日） 内科・小児科

    　30日（日） 内科
※�５月分については広報れんけい４月号を
ご覧ください。

相楽休日応急診療所の診療体制

受付時間 午前８時30分～午後０時30分
診療時間 午前９時～
症状によって診察できない場合は京都山城総
合医療センターを紹介する場合があります。
また、電話が大変混み合いますが、必ず電話
により予約してください。
問相楽休日応急診療所（相楽会館内）
　　☎0774・73・9988 直

当日電話予約制です

子
ど
も
の
便
秘

便
秘
の
治
療

そ
の
106

令和６年４月から高齢者肺炎球菌予防接種の定期接種対象者が変わりました（３町村）
対４月１日以降の接種対象者
　　❶接種当日に満65歳の方
　　❷�60～64歳で心臓や腎臓、呼吸器の機能に障害があり、身の回りの生活を極度に制限される方および60～

64歳でヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害があり、日常生活がほとんど不可能な方（身体障
害者手帳１級相当の方）

　公費負担で接種できる機会は生涯で一回のみです。
　※対象の方には個別に案内をお送りします。
問笠 置 町 保 健 福 祉 課　☎ 0743・95・2303 直
　和 束 町 福 祉 課　☎ 0774・78・3006 直
　南山城村保健福祉センター　☎ 0743・93・0294 直
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教
育

Educatio n

和束町史編さんだより
 第23回 和束の砥石

　『日本山海名産図会』という寛政11年（1799）に出版された日本各地の産物を解説した本があります。
その本に砥石が採取される場所として、和束の杣田、南村、門前、中村、湯船も登場しています。和束町
史編さん室で、これまで調査した古文書約１万５千点の内、砥石が登場する古文書は40点ほどしかなく、
実際に残っている史料は少ないですが、和束の砥石についてわかったことを紹介します。
　砥石に関する古文書には原山や白栖も登場し、『日本山海名産図会』に登場しない地域でも砥石が採ら
れていたことがわかります。なお、編さん室が調査した古文書で砥石が登場するのは、ほとんどが杣田と
原山のものですが、これは杣田と原山から古文書が多く発見されているからで、門前など他の地域でも古
文書が多く発見されれば、他地域の砥石のこともわかってくるかもしれません。
 　杣田・白栖・湯船の史料から江戸時代に砥石運上を納めていたことがわかります。これは、砥石を採
ることに対する税を納めていたということです。他の地域でも砥石が採れるところは砥石運上を納めてい
たと考えられます。
　原山の史料は、ほとんどが砥石を採ることに関する江戸時代の
契約書です。その契約相手には大坂の商人もいます。大坂の商人
も和束の砥石を採りたがっていたということがわかります。
　和束の砥石に関する歴史的なことは、あまりわかっていません
が、江戸時代から採られていたことは確かです。さらなる史料の
発見が期待されます。
問相楽東部広域連合教育委員会生涯学習課
　和束町史編さん室　☎ 0774・74・8952
　　HP https://www.union.sourakutoubu.lg.jp（和束町史編さん室）

　笠置小学校・和束小学校・南山城小学校では４月９日（火）に、和束中学校・
笠置中学校では４月10日（水）に令和６年度の入学式がおこなわれ、新たな仲
間を無事に迎えることができました。在校生・教職員みんなで準備を進め、新
入生を気持ちよく迎えることができたと思います。

　当日は、上級生が新入生に積極的に関わる姿を見せてくれました。学校全体
があたたかく清々しい空気に包みこまれていく雰囲気がありました。

　縦割り班活動や部活動、運動会や体育祭、３小連携事業に２中連携事
業など学校内外にいるさまざまな仲間たちと共に学んでいくことができ
る場所が学校にはたくさんあります。連合管内５校が児童生徒にとって
の居場所となり、相楽東部広域連合が、たくさんの仲間と関わり絆を深
め、仲間づくりができる場所となっていくように取組を進めていきます。

享和３年（1803）「砥石山年季一札」（個人蔵）
原山村と大坂の商人が砥石の試堀について契約している。

相楽東部広域連合教育委員会では、
連合だからできる、連合のよさを生かした

 「�居場所づくり・ 
絆づくり・ 
仲間づくり」を目指しています。
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行政
役場からの手続きや
行事などのお知らせ

令和６年度教職員 離・着任式
　４月１日（月）、和束町体験交流センターにお
いて、令和６年度教職員離・着任式がおこなわ
れました。離任される先生方との別れや、新た
に着任される先生方の新しいスタートがみられ
ました。
令和６年度　着任した教職員（本務者のみ）
【笠置小学校】
教頭　嘉部　喜之（和束小学校　教頭）
教諭　川畑　勇馬（新規採用）
【和束小学校】
教頭　松本　美枝（笠置小学校　教頭）
教諭　大久保裕美（和束小学校　教諭　再任用）
教諭　手島ひかり（草内小学校　教諭）
栄教　大矢　侑子（綾部小学校　栄養教諭）
【南山城小学校】
教諭　橘　　佳佑（田辺小学校　教諭）
【和束中学校】
教諭　丸岡嘉容子（和束中学校　教諭　再任用）
【笠置中学校】
今年度は、異動なし

新教育委員のご紹介
　令和６年３月31日付で、上村 恵子
委員が退任（任期満了）され、４月１日
から新教育委員に谷本 一榮さん（笠置
町）が就任されました。
教育委員会の構成
　教育長　　　　　岡　田　善　行
　同職務代理者　　石　橋　常　男
　委員　　　　　　村　田　年　宏
　委員　　　　　　谷　本　一　榮
　委員　　　　　　鈴　木　慶　一

教育委員会事務局職員の異動
令和６年４月１日付け（　）内は前職名

学校教育課　課長　岸田　啓介（南山城村税住民福祉課長）
　　　　　　主事　𠮷田　健人（新規採用）
生涯学習課　課長　竹谷　徹也（学校教育課長）
　　　　　　主任　小南　圭大（南山城村産業観光課主事）
　　　　　　社会教育主事 南山城村分室
　　　　　　　　　坂口　勝久（京都翔英高等学校講師）

谷本 一榮 委員

和束町職員採用試験

職種・受験資格および採用予定人数
職種

受　験　資　格 採用予定
人数年　齢　要　件 資　格　要　件

保健師 平成２年４月２日から
平成15年４月１日までに生まれた人

保健師免許を有する人または
令和７年３月末までに取得見込みの人 若干名

※注：地方公務員法第16条（欠格条項）に該当する人は、受験できません。

試験実施日および内容
【保健師】

試　験 試　験　日 試　験　内　容
第１次試験 令和６年６月16日（日） 教養試験、適性検査、専門試験
第２次試験 第１次試験合格者に通知します。 個人面接

応募受付期間
令和６年５月１日（水）から令和６年５月20日（月）まで（但し、閉庁日は除く）午前８時30分から午後５時15分まで
郵送の場合は封筒の表に「採用試験受験書類在中」と朱書きし、必ず簡易書留で送付して下さい。（令和６年５月20日（月）必着）
提出書類
・和束町職員採用試験申込書（和束町役場総務課にあります）
・和束町職員採用試験エントリーシート（和束町役場総務課にあります）
　ホームページでもダウンロードができます。http://www.town.wazuka.lg.jp/
・履歴書（市販のものに、最近６か月以内に撮影した写真を貼付）　・保健師免許写しまたは資格取得見込証明書
・受験票返信用封筒（長３サイズ 120mm×235mmの封筒に返信宛名を明記し、434円分（簡易書留）の切手を貼付）
・その他　第３次試験合格者については後日最終学校卒業証明書又は卒業見込証明書を提出していただきます。
採用予定日　令和７年４月１日（月）　　給与　和束町職員の給与に関する条例の規定に基づき支給されます。
問〒619-1295 京都府相楽郡和束町大字釜塚小字生水14番地の2　和束町役場総務課　☎0774・78・3001　内線 316
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奥田右副町長 退任式（和束町）

　３月29日（金）に、和束町役場１階住民ホールにて、
奥田副町長の退任式がおこなわれました。
　平成26年に副町長に就任され、10年間、和束町の発
展にご尽力いただきました。
 職員から花束を受け取り、ねぎらいの拍手を受けなが
ら、役場を後にされました。

（左）奥田副町長　　（右）馬場町長

中淳志町長 退任式（笠置町）

　３月29日（金）、３月31日（日）の任期満了により退任
される中淳志町長の退任式がおこなわれました。
　令和２年４月１日に就任され、１期４年間、コロナ禍
での町行政運営となりましたが、ご尽力いただきました。
　新町長となる山本篤志氏から花束を贈られ、議員、職
員等から暖かい拍手を受け、役場を後にされました。

（左）山本新町長　　（右）中前町長

山本篤志新町長 初登庁（笠置町）

　４月１日（月）、３月17日（日）に執行された笠置町長
選挙において初当選した山本篤志氏が、初登庁しました。
　役場１階ホールで職員、議員ほか関係者から大きな拍
手で迎えられ、職員から花束を受けた後、訓示をおこな
いました。

～ごあいさつ～　
　笠置町、和束町、南山城村のみなさん、こんにちは。
　本年４月１日より笠置町長に就任いたしました山本篤志です。
　笠置町で生まれて木津川市で育った私自身が、生まれた町、「笠置」に戻り、先頭に立
って、移住定住の促進、産業の振興、人口減少、高齢化、少子化、子育て・教育の充実
など、笠置町および相楽東部地域の抱える様々な課題に取り組んでまいります。
　それぞれに特色のある魅力いっぱいの相楽東部ですが、安心・安全に、そして未来に
繋いでいくためにも、３町村の更なる連携強化が必要となります。
　住民のみなさんと共に、しっかりと歩みを進めてまいりますので、みなさん、どうぞ
よろしくお願いいたします。

笠置町長　山本　篤志

山本新町長

122024.5︱vOL.218 広報  れんいけ
れ いんけ
れ いけん
れんけい

れ いけん

Administration 行政



笠
置
町

【
異　
動
】前
田
早
知
子　
参
事
兼
総
務
財
政
課
長
及
び
商
工
観
光
課
長
事
務
取
扱（
参
事
兼
総
務
財
政
課
長
事
務
取
扱
）

　
　
　
　
植
田　
将
行　
建
設
産
業
課
長（
商
工
観
光
課
長
補
佐
）

　
　
　
　
浅
川　
元
紀　
建
設
産
業
課
長
補
佐（
総
務
財
政
課
兼
建
設
産
業
課
長
補
佐
）

　
　
　
　
奥
田　
大
介　
人
権
啓
発
課
長
補
佐（
建
設
産
業
課
長
補
佐
）

　
　
　
　
矢
野　
邦
彦　
税
住
民
課
主
査（
相
楽
東
部
広
域
連
合
派
遣
）

　
　
　
　
田
中　
喜
也　
建
設
産
業
課
主
査
兼
総
務
財
政
課
主
査（
総
務
財
政
課
主
査
）

【
新
規
採
用
】令
和
６
年
4
月
1
日
付

　
　
　
　
石
田　
礼
美　
笠
置
保
育
所
主
任
保
育
士

　
　
　
　
籔
下
あ
す
か　
税
住
民
課
主
任

　
　
　
　
安
藤　
直
人　
総
務
財
政
課
主
任

　
　
　
　
田
中　
　
和　
総
務
財
政
課
主
事

　
　
　
　

�

中
田
し
の
ぶ　
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
所
長

（
暫
定
再
任
用
職
員
）

【
退
職
者
】令
和
６
年
３
月
31
日
付

　
　
　
　
石
川
久
仁
洋　
商
工
観
光
課
長

　
　
　
　
福
島　
　
学　
建
設
産
業
課
長

　
　
　
　
小
林　
慶
雅　
笠
置
保
育
所
主
任
保
育
士

和
束
町

【
異　
動
】岡
田　
博
之　
理
事（
総
務
課
長
兼
財
政
係
長
事
務
取
扱
兼
和
束
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
所
長
事
務
取
扱
）

　
　
　
　
馬
場
か
よ
子　

�

国
民
健
康
保
険
診
療
所
医
療
担
当
課
長
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
管
理
者

（
福
祉
課
主
幹
兼
福
祉
係
長
事
務
取
扱
）

　
　
　
　
原
田　
敏
明　

�

総
務
課
長
兼
和
束
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
所
長
事
務
取
扱

（
地
域
力
推
進
課
長
兼
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
準
備
室
長
）

　
　
　
　
北　
　
広
光　
福
祉
課
長
兼
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
事
務
取
扱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
長
兼
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
事
務
取
扱
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
管
理
者
事
務
取
扱
兼
介
護
保
険
係
長
事
務
取
扱
）

　
　
　
　
吉
田　
敏
江　
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
兼
会
計
係
長
事
務
取
扱（
税
住
民
課
長
）

　
　
　
　
但
馬　
宗
博　

�

総
合
施
設
整
備
課
長
兼
整
備
係
長
事
務
取
扱
兼
国
民
健
康
保
険
診
療
所
事
務
長

（
総
合
施
設
整
備
課
長
兼
整
備
係
長
事
務
取
扱
）

　
　
　
　
井
上　
博
丞　
建
設
事
業
課
長（
建
設
事
業
課
長
兼
上
下
水
道
係
長
事
務
取
扱
）

　
　
　
　
松
井　
幸
則　
農
村
振
興
課
長
兼（
農
村
振
興
課
長
兼
茶
業
係
長
事
務
取
扱
兼
振
興
係
長
事
務
取
扱
兼
環
境
係
長
事
務
取
扱
）

　
　
　
　
今
西　
　
靖　
税
住
民
課
長（
税
住
民
課
長
補
佐
兼
住
民
戸
籍
係
長
事
務
取
扱
）

　
　
　
　
冨
田　
幸
彦　

�

地
域
力
推
進
課
長
兼
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
準
備
室
長

（
総
務
課
地
方
創
生
担
当
課
長
）（
京
都
府
職
員
と
併
任
）

　
　
　
　
小
川
恭
仁
子　

�

福
祉
課
主
幹
兼
介
護
保
険
係
長
事
務
取
扱（
総
務
課
長
補
佐
兼
行
政
係
長
事
務
取
扱
）

　
　
　
　
長
谷
川
真
理　

�

税
住
民
課
長
補
佐
兼
住
民
戸
籍
係
長
事
務
取
扱
兼
保
険
年
金
係
長
事
務
取
扱（
税
住
民
課
保
険
年
金
係
長
）

　
　
　
　
田
島　
美
幸　
福
祉
課
長
補
佐
兼
健
康
係
長
事
務
取
扱（
福
祉
課
健
康
係
長
）

　
　
　
　
田
尻　
道
隆　
総
務
課
庶
務
係
長
兼
地
域
情
報
係
長（
農
村
振
興
課
主
任
）

　
　
　
　
森
脇　
保
浩　
建
設
事
業
課
庶
務
係
長（
建
設
事
業
課
庶
務
係
長
兼
建
設
係
長
）

　
　
　
　
高
田　
裕
美　
農
村
振
興
課
茶
業
係
長
兼
振
興
係
長（
農
村
振
興
課
主
任
）

　
　
　
　
北
澤　
嘉
朗　
農
村
振
興
課
環
境
係
長（
福
祉
課
主
任
）

　
　
　
　
仲
辻　
悟
志　
福
祉
課
福
祉
係
長（
福
祉
課
主
任
）

　
　
　
　
宮
下　
大
樹　
建
設
事
業
課
上
下
水
道
係
長（
建
設
事
業
課
主
任
）

　
　
　
　
鎌
田　
　
翔　
建
設
事
業
課
建
設
係
長（
建
設
事
業
課
主
任
）

　
　
　
　
田
中　
秀
一　
総
務
課
財
政
係
長
兼
行
政
係
長（
総
合
施
設
整
備
課
主
任
）

【
派　
遣
】早
野　
　
理　
京
都
地
方
税
機
構
派
遣
勤
務（
建
設
事
業
課
主
事
）

　
　
　
　

�

山
本
千
代
美　
相
楽
東
部
広
域
連
合
派
遣
勤
務〈
主
任
〉（
相
楽
東
部
広
域
連
合
派
遣
勤
務〈
課
長
補
佐
〉）

（
暫
定
再
任
用
職
員
）

【
新
規
採
用
】令
和
６
年
4
月
1
日
付

　
　
　
　
渡
邉
久
仁
太　
相
楽
東
部
広
域
連
合
派
遣（
教
育
委
員
会
町
史
編
纂
室
主
任
）

　
　
　
　
畑　
　
皓
介　
農
村
振
興
課
主
事

　
　
　
　
秋
山
友
貴
子　
総
務
課
主
事

　
　
　
　
上
岸　
芹
菜　
税
住
民
課
主
事

　
　
　
　
藤
井　
祥
太　
総
務
課
主
事

　
　
　
　
岩
本　
悠
梨　
地
域
力
推
進
課
主
事

【
退
職
者
】令
和
６
年
３
月
31
日
付

　
　
　
　
奥
田　
　
右　
副
町
長

　
　
　
　
島
川　
昌
代　
国
民
健
康
保
険
診
療
所
事
務
長

　
　
　
　
榎
木　
由
佳　
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
兼
会
計
係
長

　
　
　
　
宮
嶋　
靖
典　
総
務
課
庶
務
係
長
兼
地
域
情
報
係
長

　
　
　
　
安
井　
　
愛　
和
束
保
育
園
保
育
士

南
山
城
村

【
異　
動
】岸
田　
秀
仁　
税
住
民
福
祉
課
長（
相
楽
東
部
広
域
連
合
派
遣
）

　
　
　
　
冨
岡　
康
子　
税
住
民
福
祉
課
長
補
佐（
会
計
管
理
者
）

　
　
　
　
袖
岡　
幸
司　
保
健
医
療
課
長
補
佐（
総
務
財
政
課
長
補
佐
）

　
　
　
　
圡
井
ひ
と
み　
総
務
財
政
課
長
補
佐（
税
住
民
福
祉
課
長
補
佐
）

【
派　
遣
】岸
田　
啓
介　
相
楽
東
部
広
域
連
合
派
遣（
税
住
民
福
祉
課
長
）

　
　
　
　
米
澤　
昌
樹　
相
楽
東
部
広
域
連
合
派
遣（
税
住
民
福
祉
課
長
補
佐
）

　
　
　
　
小
南　
圭
大　
相
楽
東
部
広
域
連
合
派
遣（
産
業
観
光
課
主
事
）

　
　
　
　
南　
　
和
昇　
京
都
地
方
税
機
構
派
遣（
相
楽
東
部
広
域
連
合
派
遣
）

【
新
規
採
用
】令
和
６
年
4
月
1
日
付

　
　
　
　
二
滝
亜
理
沙　
保
育
所
主
任
保
育
士

【
退
職
者
】令
和
６
年
３
月
31
日
付

　
　
　
　
古
賀　
由
賀　
税
住
民
福
祉
課
主
任
兼
保
健
医
療
課
主
任
兼
保
健
師

相
楽
東
部
広
域
連
合

【
異　
動
】松
浦　
佳
徳　

�

事
務
局
長
兼
議
会
事
務
局
長

（
京
都
府
山
城
広
域
振
興
局
地
域
連
携
・
振
興
部
企
画
・
連
携
推
進
課
主
幹
兼
係
長
）

　
　
　
　
大
西　
清
隆　
総
務
課
長（
会
計
管
理
者
兼
環
境
課
長
）

　
　
　
　
米
澤　
昌
樹　
会
計
管
理
者
兼
環
境
課
長（
南
山
城
村
税
住
民
福
祉
課
長
補
佐
）

　
　
　
　
小
森　
豊
久　
京
都
府
総
合
政
策
環
境
部
情
報
政
策
課
主
幹
兼
係
長（
事
務
局
長
兼
議
会
事
務
局
長
）

　
　
　
　
岸
田　
秀
仁　
南
山
城
村
税
住
民
福
祉
課
長（
総
務
課
長
）

３
町
村
の
人
事
異
動 

令
和
6
年
4
月
1
日
付（　
）内
は
旧
役
職
名
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安心安全
ほっ

消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ（
電
話
ま
た
は
来
所
）

　
☎
０
７
７
４・
72
・
９
９
５
５（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
守
り
ま
す
。

※「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
☎
１
８
８（
い
や
や
）番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。​

日
月
～
金
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）　
午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

所�

木
津
川
市
木
津
上
戸
15 
相
楽
会
館
１
階 

京
都
府
木
津
総
合
庁
舎
東
隣

　
（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
口
か
ら
徒
歩
約
5
分
）

　
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
し
た
商
品
が
届
か
な
い
と
い
う
詐
欺
の
手
口
に
加
え
、
販
売
業
者
が

返
金
に
応
じ
る
と
言
っ
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス（
○
○
ペ
イ
）を
使
用
し
、
金
銭
を

騙
し
取
る
新
た
な
手
口
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。「
返
金
」し
て
も
ら
う
は
ず
が
い
つ
の
間
に
か

「
送
金
」し
て
し
ま
っ
て
い
た
と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
○
○
ペ
イ
で
返
金
し
ま
す
」と
言
わ
れ
た
ら
詐
欺
を
疑
っ
て
く
だ
さ
い

事
　
例

�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
7
0
0
0
円
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
購
入
し
た
。
支
払
方

法
は
銀
行
振
込
の
み
で
、
事
業
者
に
振
込
完
了
メ
ー
ル
を
送
っ
た
後
、「
在
庫
が

欠
品
し
て
い
る
た
め
、
注
文
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
ま
す
」と
い
う
メ
ー
ル
が
届
い
た
。

「
払
い
戻
し
は
○
○
ペ
イ
で
行
い
ま
す
」と
の
内
容
で
L
I
N
E
の
友
達
登
録
を

す
る
よ
う
指
示
が
あ
り
、
ビ
デ
オ
通
話
で
指
示
を
さ
れ
る
が
ま
ま
に
○
○
ペ
イ
に

数
字
を
言
わ
れ
て
入
力
し
た
。
何
度
か「
失
敗
し
て
い
る
」と
言
わ
れ
、
複
数
回
操

作
し
た
結
果
、
約
10
万
円
送
金
し
て
し
ま
っ
た
。
返
金
し
て
ほ
し
い
。

ア
ド
バ
イ
ス�

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
代
金
を
銀
行
振
込
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
返
金
は

決
済
ア
プ
リ
で
行
う
の
は
極
め
て
不
自
然
で
す
。「
○
○
ペ
イ
で
返
金
し
ま
す
」と

言
わ
れ
た
ら
詐
欺
を
疑
い
、
相
手
の
指
示
に
従
っ
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
操

作
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
最
寄
り
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
や
警
察
な
ど
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

〇
〇
ペ
イ
を
使
用
し
金
銭
を
騙
し
取
る

新
た
な
手
口
に
気
を
つ
け
て

ち
か
ん
・
盗
撮
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ

�

～
あ
な
た
が
で
き
る
こ
と
は
、ゼ
ロ
じ
ゃ
な
い
～

　
通
勤
・
通
学
時
間
帯
を
中
心
に
、
混
雑
す
る
電
車
内
や
駅

構
内
で
痴
漢
や
盗
撮
と
い
っ
た
犯
罪
が
増
え
て
く
る
時
期
で

す
。

　
あ
な
た
の
周
り
に
も
痴
漢
や
盗
撮
の
被
害
に
悩
ん
で
い
る

人
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

◆
痴
漢
や
盗
撮
を
目
撃
し
た
時
に
あ
な
た
が
で
き
る
こ
と

　
○
被
害
者
に
優
し
く
声
を
掛
け
る

  　

�　
「
大
丈
夫
で
す
か
。」、「
ど
う
さ
れ
ま
し
た
か
。」な
ど
、

あ
な
た
の
一
言
で
被
害
者
は
と
て
も
救
わ
れ
ま
す
。

　
○
周
囲
の
人
や
駅
員
に
協
力
を
求
め
る

　
　

�　
１
人
で
犯
人
を
捕
ま
え
た
り
し
よ
う
と
せ
ず
に
、
周

囲
の
人
や
駅
員
に
協
力
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

　
○
被
害
者
の
代
わ
り
に
１
１
０
番
通
報
を
す
る

　
　

�　
痴
漢
の
被
害
者
は
、
怖
く
て
犯
人
の
特
徴
や
顔
等
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
　

�　
あ
な
た
が
代
わ
っ
て
犯
人
の
特
徴
や
逃
走
方
向
を
通

報
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
○�

警
察
に
情
報
提
供
を
す
る

　
　

�　
断
片
情
報
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

　
　

�　
目
撃
か
ら
時
間
が
経
過
し
て
い
て
も
情
報
提
供
を
お

願
い
し
ま
す
。

問�

京
都
府
警
察
鉄
道
警
察
隊　
レ
デ
ィ
ー
ス
相
談

　
　
☎
０
７
５
・
6
8
2
・
0
9
1
3

　
木
津
警
察
署

　
　
☎
0
7
7
4
・
72
・
0
1
1
0

 「
消
費
生
活
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
４
」を
お
こ
な
い
ま
す 

日
5
月
18
日（
土
）　
午
前
11
時
～
午
後
4
時

所
イ
オ
ン
モ
ー
ル
高
の
原 

３
F
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笠
置
町
消
防
団

【
本
団
役
員
】

　
副
本
部
長�

川　
崎　
隆　
次

【
部
長
】

　
第

１

部�

山　
村　
正　
巳

　
第

２

部�

中　
本　
典　
男

　
第

６

部�

尾　
上　
嘉　
洋

　
自
動
車
部�

永　
江　
　
　
匠

【
班
長
】

　
第

１

部�

西　
村　
　
　
治

　
第

２

部�

尾　
關　
　
　
彰

　
自
動
車
部�

東　
浦　
　
　
翼

【
新
入
団
員
】

　
第

１

部�

和　
田　
文　
人

　
第

１

部�

穂　
森　
博　
和

　
第

２

部�

西　
　
　
朋　
子

　
第

２

部�

山　
本　
海　
都

　
第

６

部�

柗　
本　
豊　
輝

　
自
動
車
部�

安　
藤　
直　
人

【
退
団
役
員
】令
和
６
年
３
月
31
日
付

　
前
副
本
部
長�

木　
村　
宣　
明

和
束
町
消
防
団

【
本
団
役
員
】

団　
　
　
　
　
長�

谷　
本　
昌　
隆

副　
　
団　
　
長�

大　
谷　
　
　
毅

湯
船
分
団
長�

大　
谷　
健　
弥

湯
船
副
分
団
長�

前　
田　
正　
人

中

分

団

長�

稲　
垣　
嘉　
輝

中
副
分
団
長�

𠮷　
村　
一　
真

西

分

団

長�

𠮷　
田　
雄　
一

西
副
分
団
長�
久
保
見　
和　
弘

【
新
入
団
員
】

湯
船
分
団
第
１
部�

柚　
木　
敦　
志

東
分
団
第
１
部�

藤　
井　
祥　
太

東
分
団
第
４
部�

当　
麻　
篤　
志

東
分
団
第
４
部�

山　
本　
哲　
史

中
分
団
第
２
部�

福　
田　
翔　
太

中
分
団
第
２
部�

池　
田　
和　
俊

中
分
団
第
３
部�

山　
口　
陽　
大

西
分
団
第
２
部�

多　
賀　
健　
蔵

西
分
団
第
３
部�

藤　
井　
優　
子

南
山
城
村
消
防
団

【
本
団
役
員
】

団　
　
　
　
　
長�

柴　
垣　
紀　
行

副　
　
団　
　
長�

蛭　
川　
　
　
尚

副　
　
団　
　
長�

山　
本　
英　
樹

指
導
員
長（
分
団
長
）�

石　
田　
晴　
嗣

機
能
別
分
団
長�

屋　
敷　
浩　
彦

第
１
分
団
分
団
長�

大
久
保　
晋　
一

第
１
分
団
副
分
団
長�

関　
口　
翔　
平

第
1
分
団
副
分
団
長�

増　
田　
永　
俊

第
２
分
団
分
団
長�

德　
田　
直　
樹

第
２
分
団
副
分
団
長�

福　
本　
敏　
伸

第
２
分
団
副
分
団
長�

川　
端　
寿　
樹

【
部
長
】

第
１
分
団
第
１
部（
今
山
・
奥
田
）

�

中　
岡　
義　
彰

第
１
分
団
第
２
部（
童
仙
房
・
野
殿
）�

�

小　
泉　
健　
太

第
１
分
団
第
３
部（
本
郷
・
押
原
）

�

吉　
村　
公　
伸

第
１
分
団
第
４
部（
南
大
河
原
）

�

畑　
中　
紀　
人

第
１
分
団
第
５
部（
月
ヶ
瀬
N
T
）

�

金　
丸　
一　
彦

第
２
分
団
第
１
部（
田
山
）

�

藪　
仲　
孝　
樹

第
２
分
団
第
２
部（
高
尾
）

�
福　
仲　
康　
司

【
新
入
団
員
】　

第
１
分
団
第
１
部�

柴　
垣　
歩　
乃

第
１
分
団
第
１
部�

村　
田　
美　
穂

第
１
分
団
第
３
部�

大　
堀　
大　
河

第
２
分
団
第
１
部�

伊　
藤　
裕　
貴

第
２
分
団
第
１
部�

手　
仲　
亮　
太

第
２
分
団
第
２
部�

福　
仲　
脩　
生

令
和
6
年
度 

消
防
団
員
任
命
式

　　
3
町
村
で
は
、
4
月
1
日
付
で
、
本
団
役
員
お
よ
び
新
入
団
員
が
新
た
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
笠
置
町
消
防
団
で
は
、
3
月
31
日
付
で
、
一
部
本
団
役
員
が
退
団
さ
れ
ま
し
た
。　

　
本
団
役
員
、
新
入
団
員
お
よ
び
退
団
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

増
え
て
ま
す
女
性
消
防
団
員　

　
３
町
村
で
は
、
女
性
消
防
団
員
の
入
団
が

あ
り
、
徐
々
に
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
自
分
た
ち
が
住
む
ま
ち
の
安
心
・
安
全
を

守
る
た
め
、
男
女
問
わ
ず
入
団
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

南山城村消防団任命式の様子
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春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
お
け
る

街
頭
啓
発

　
３
町
村
で
は
４
月
６
日（
土
）か
ら
４
月
15
日（
月
）ま
で
お
こ
な

わ
れ
た
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
に
、
交
通
安
全
の
意
識

の
高
揚
と
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
を
呼
び
か
け
街
頭
啓
発
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。

消
防
団
車
両
を

更
新
し
ま
し
た

（
南
山
城
村
）

　
南
山
城
村
消
防
団
で
は
、
こ
の
た
び

総
務
省
消
防
庁
か
ら
救
助
資
機
材
・
小

型
動
力
ポ
ン
プ
搬
送
車
が
無
償
貸
与
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
第
１
分
団
第
１
部（
今
山・

奥
田
）の
車
両
を
更
新
し
、
４
月
７
日

（
日
）に
納
車
式
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
特
徴
と
し
て
は
、
装
備
品
に
小
型
動

力
ポ
ン
プ
だ
け
で
な
く
、
救
助
資
機
材

と
し
て
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
が
付
属
さ
れ
て

お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
現
場
で
の
活

用
が
期
待
で
き
ま
す
。

総務省貸与車両納車式

４月６日（土）、
お茶の京都みなみやましろ村にて街頭啓発

（南山城村）

笠
置
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
委
員
委
嘱
式

　
４
月
４
日（
木
）、
笠
置
町
役
場
に
て
、
笠
置
町
交
通
安
全
対
策
協

議
会
委
員
委
嘱
式
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
町
長
よ
り
出

席
さ
れ
た
７
名
の
委
員
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
、
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
雰
囲
気
の
な
か
で
委
嘱
式
が
終
わ
り
ま
し
た
。

　
新
体
制
の
も
と
、
町
内
で
の
交
通
安
全
思
想
の
普
及
や
啓
発
等
に

つ
い
て
、
委
員
の
み
な
さ
ま
と
連
携
・
協
力
し
て
取
り
組
む
予
定
で

す
。

　
な
お
、
委
員
の
任
期
は
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

左から　山本町長・浦田委員・小谷委員・渡利委員

左から　山本町長・巽委員・北口委員・北川委員・今井委員

４月８日（月）、
白栖橋交差点にて街頭啓発（和束町）

４月10日（水）、
国道163号沿で、ハンドプレートによる

運転手への注意喚起（笠置町）
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大
人
も
Wa
k
u
Wo
r
k
体
験
事
業

 『
春
の
寄
せ
植
え
体
験
教
室
』

日
①
5
月
23
日（
木
）午
前
10
時
～
11
時

　
②
5
月
30
日（
木
）午
後
2
時
～
3
時

所�

①
和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

　
②
や
ま
な
み
ホ
ー
ル

期
①
5
月
7
日（
火
）～
10
日（
金
）

　
②
5
月
13
日（
月
）～
17
日（
金
）

講�

勝
田　
智
子
さ
ん

費�

2
0
0
0
円
程
度（
講
習
料・材
料
費
）

対�

３
町
村
在
住
、
在
勤
の
18
歳
以
上
の

方（
高
校
生
不
可
）

定
各
10
人

持
軍
手
・
ス
コ
ッ
プ
・
タ
オ
ル
・
割
り
箸

問�

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

 『
大
人
の
英
会
話
教
室
』

●
和
束
町
教
室

日
5
月
13
日（
月
）

　
　
午
後
7
時
30
分
〜
8
時
40
分

所
和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
会
議
室

講�

セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
コ
ド
ソ
先
生

対�

和
束
町
在
住
の
高
校
生
以
上
の
方

問�

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

●
笠
置
町
・
南
山
城
村
教
室

日
5
月
8
日（
水
）・
22
日（
水
）

　
　
午
後
7
時
30
分
～
8
時
30
分

所�

や
ま
な
み
ホ
ー
ル

講�

ア
イ
バ
ン・
カ
ー
バ
ハ
ル
先
生

対��

笠
置
町・
南
山
城
村
在
住
の
高
校
生

講
座

以
上
の
方

問�

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
☎
0
7
4
3
・
95・
2
7
2
6

　
教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　

�　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0

 『
健
康
体
操
教
室
』

日
5
月
9
日（
木
）

　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

所
つ
む
ぎ
て
ら
す
ホ
ー
ル

講
鷹
野　
明
子
さ
ん

問�

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

 『
親
と
子
の
茶
道
教
室
』	

●
南
山
城
村
教
室

日
5
月
11
日（
土
）

　
　

�

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

所�

や
ま
な
み
ホ
ー
ル
和
室

講
菅
瀬　
操
仙
さ
ん

対�

笠
置
町
と
南
山
城
村
在
住
の
小
中
学

生
と
そ
の
保
護
者

　
※�

受
講
を
ご
希
望
の
方
は
お
気
軽
に

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

費�

水
屋
費（
抹
茶
・
菓
子
代
等
）

　
5
0
0
円

問
教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0

ゆ
る
ふ
る
部
活
動（
M
T
B
）

日
5
月
26
日（
日
）

　
　
※
予
備
日　
25
日（
土
）

催
し

他��

後
日
、
管
内
各
小
中
学
校
を
通
じ
て
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問�

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78・
4
3
3
5

京
の
ま
な
び
教
室

「一日
大
学
生
体
験
…
キ
ャ
ン
パ
ス
散
策
」

日
5
月
18
日（
土
）

他��

後
日
、
管
内
各
小
学
校
を
通
じ
て
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問�

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78・
4
3
3
5

人
権・
行
政
相
談（
笠
置
町
）

日
5
月
21
日（
火
）

　
　
午
後
1
時
30
分
～
4
時

所�

笠
置
会
館　
1
階
会
議
室

問�

笠
置
町
人
権
啓
発
課（
人
権
）�

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
1
4
0
直

　
笠
置
町
総
務
財
政
課（
行
政
）

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1
直

行
政
相
談（
和
束
町
）

日
5
月
7
日（
火
）

　
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

所
和
束
町
役
場　
第
1
相
談
室

問�
和
束
町
総
務
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
3
0
0
1
直

人
権
相
談（
和
束
町
）

日
5
月
27
日（
月
）

　
　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

相
談

所�

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問�

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
（
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
3
4
8
8

人
権・困
り
ご
と
相
談（
南
山
城
村
）

日
5
月
20
日（
月
）

　
　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

所�

役
場
会
議
室

問�

南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
直

無
料
法
律
相
談（
南
山
城
村
）

日
5
月
20
日（
月
）

　
　

�

午
後
1
時
30
分
～
5
時

　
　
（
相
談
時
間
は
30
分
）

所�

役
場
会
議
室

問�

・
予�

　
南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
直

※�

無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要

で
す
。
事
前
予
約
は
5
月
17
日（
金
）

午
後
5
時
ま
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

健
康
相
談（
笠
置
町
）

時�

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

問�

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
3
直

実
施
日

場
　
所

5
月
15
日（
水
）
東
部
区
集
会
所

5
月
21
日（
火
）
飛
鳥
路
区
集
会
所

5
月
24
日（
金
）
笠
置
会
館
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健
康
相
談（
南
山
城
村
）

時�

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

問�

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

　　
親
子
で
集
ま
り
、
子
育
て
の
情
報
交
換
や

お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
集
団
の
中
で
思
い

切
り
遊
べ
る
場
で
す
。
保
育
園
に
入
園
し
て

い
な
い
子
ど
も
を
対
象
に
、
子
育
て
の
仲
間

の
輪
を
ひ
ろ
げ
、
一
緒
に
子
育
て
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。

対�

就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
（
3
町
村

い
ず
れ
に
お
住
ま
い
の
方
も
参
加
可
能
）

す
く
す
く
広
場

曜�

毎
週　
水
曜
日

　
　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　
※
日
に
よ
っ
て
内
容
は
異
な
り
ま
す
。

所�

和
束
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
和

束
保
育
園
内
）

　

�

ど
な
た
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。
利

用
に
つ
い
て
は
、
同
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問�

和
束
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
2
1
5
6

実
施
日

場
　
所

5
月
15
日（
水
）
本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

5
月
17
日（
金
）
童
仙
房
公
民
館

5
月
24
日（
金
）
高
尾
公
民
館

子
育
て
支
援
の
お
し
ら
せ

ひ
よ
こ
広
場

対�

就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

曜�

毎
週　
月
・
水
曜
日

　
　
午
前
９
時
～
正
午

所�

南
山
城
村

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
機
能
訓
練
室
内
）

リ
ト
ミ
ッ
ク
開
催
日　
5
月
29
日（
水
）

（�

予
約
不
要
。３
町
村
い
ず
れ
に
お
住
ま

い
の
方
も
参
加
可
能
で
す
。）

問�

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

伊
賀・山
城
南・東
大
和
定
住
自
立
圏
事
業

救
急・健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
24

�
0
1
2
0
・
4
1
9
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農村宿泊体験（農泊）5月号
　受入家庭のみなさん、こんにちは。
　今年度も4月から受入が始まっています。今月も
東京から中学生が来られますので、よろしくお願い
いたします。
　昨年度、受入をさせていただいた中学校の生徒さ
んの作文が、地元の新聞に載っていたことを偶然に
受入家庭さんが見つけて教えてくれました。記事に
は修学旅行の思い出が記されていて、農泊体験での
思い出、特に人の優しさにふれたことを今後に生か
していきたいと綴られていました。こういった感想
をいただくと、とても暖かい気持ちになり、今後も
農泊事業をこの地域で盛り上げていきたいと思いま
す。ぜひみなさんにも知っていただきたく、紹介さ
せていただきました。
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ベストショット
ボクたち、ワタシたちの

　管内の小・中学校にて、小学校は４月９日（火）、中学校は４月10日（水）に入学式が開かれました。
　小学校の入学式では３月に卒園したばかりの新入生が、笑顔で元気あふれる返事をしている様子
が見受けられました。
　中学校の入学式では、新入生の代表者が学校生活や、勉強、部活動などに励む事を誓い、緊張の
面持ちで在校生からの歓迎の言葉とともに、新たな学校生活をスタートさせました。
　新入生は保護者や在校生、先生方に温かく迎えられ、さまざまな思いを持ちながらの入学式とな
りました。（笠置小２人、和束小８人、南山城小10人、和束中23人、笠置中14人）

令和6年度 令和6年度 小・中学校入学式小・中学校入学式

和束小学校和束小学校

笠置小学校笠置小学校

笠置中学校笠置中学校

和束中学校和束中学校

南山城小学校南山城小学校
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【相楽東部広域バス】好評運行中３ 町 村 人 口
人口・世帯数（令和６年４月１日現在）

笠 置 町
☎0743・95・2301
FAX0743・95・2961

人　口 1,108人　
世帯数    579世帯

（0）
（増1）
和 束 町

☎0774・78・3001
FAX0774・78・2799

人　口 3,441人　
世帯数 1,657世帯

（減21）
（減3）
南山城村

☎0743・93・0101
FAX0743・93・3030

人　口 2,425人　
世帯数 1,206世帯

（減9）
（0）

運行日：毎日
（祝日運行・12月29日〜1月3日は運休）

運　賃：最大300円
◦月ヶ瀬口駅発
８：15 ／ 10：15 ／ 13：40 ／ 15：40

◦加茂駅発
９：15 ／ 11：15 ／ 14：40 ／ 16：40

【運行状況や忘れ物に関すること】 株式会社キタモリ	☎0595・38・1524
【その他の問合せ】 南山城村総務財政課	 ☎0743・93・0102

運行状況確認QRコード

図書室だより ３町村のどなたでも借りられます。
最寄の図書室でリクエストしてください。

笠置町図書室  ☎0743・95・2726／和束町体験交流センター図書室  ☎0774・78・4013／南山城村図書室  ☎0743・93・0522

☆『おはなしのじかん』のご案内
日５月19日（日）午前10時30分～
所和束町体験交流センター１階ホール

和束町体験交流センター
図書室から

下記の日程は休室します。
笠置町図書室：５月１日（水）～６日（月）
和束町体験交流センター図書室：５月３日（金）
南山城村図書室：５月２日（木）～５日（日）

３町村図書室のゴールデンウィークの
休室日について

「まいまいつぶろ」� 村木 嵐／絵

　口がまわらず、誰にも言葉が届かない。
歩いた後には尿を引きずった跡が残るため、
まいまいつぶろ（カタツムリ）と呼ばれ蔑ま
れた君主がいた。常に側に控えるのは、た
だ一人、彼の言葉を解する何の後ろ盾もな
い小姓、兵庫。麻痺を抱え廃嫡を噂されて
いた若君は、いかにして将軍になったのか。

「ともぐい」� 河崎 秋子 ／ 著

「一線の湖」� 砥上 裕將 ／ 著

「椿の恋文」� 小川 糸 ／ 著

一般書

児童書

「ぬまの100かいだてのいえ」
� いわい としお ／ 著

「大ピンチずかん」� 鈴木 のりたけ ／ 著
「彗星とさいごの竜」� 今井 恭子 ／ 著

南
山
城
村

「成瀬は天下を取りに行く」
� 宮島 未奈 ／ 著

　中２の夏休みの始まりに幼馴
染の成瀬がまた変なことを言い
出した。コロナ禍、閉店を控え
る西武大津店に毎日通い、中継
に映るという。さらにはM-1
に挑み、実験のため坊主頭に…。
<本屋大賞2024　大賞>

「中野のお父さんと五つの謎」� 北村 薫 ／ 著

「博士はオカルトを信じない」� 東川 篤哉 ／ 著

「�なんちゃってホットサンド」� 小川 糸 ／ 著

一般書

児童書

「そそそそそ」� たなか ひかる ／ 著

「つるわるつ」� 岡本 よしろう ／ 著

「きょうはおやすみします がっこうのてんこちゃん」
� ほそかわ てん ／ 著

和
束
町

一般書

一般書

児童書

「キッチンカーです」� オームラ トモコ ／ 著

「ぼくは、ういてる。」� なかがわ ちひろ ／ 著

「ぼりす　かいものにいく」
� ディック・ブルーナ ／ 著

「黄色い家」� 川上 美映子 ／ 著

「きらん風月」� 永井 紗耶子 ／ 著

「夜明けの花園」� 恩田 陸 ／ 著

一般書

「水車小屋のネネ」
� 津村 記久子 ／ 著

　18歳と８歳の姉妹がたどり着いた
町で出会ったしゃべる鳥＜ネネ＞ネネ
に見守られ、変転してゆく　いくつも
の人生…。助け合い支え合う人々の
40年を描く。
<本屋大賞2024 第２位>
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